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研究成果の概要：本研究では、英米両国が日本政治をどのように見てきたのかを、第一次世界

大戦後から第二次世界大戦後までの長期的なスパンの中で検討した。とりわけ、英米の駐日外

交官達が、第一次大戦後における日本の民主化の動きを的確に捉えていたことを、一次史料に

基づいて明らかにしたことが、本研究の最大の成果である。 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、これまで本格的な研究対象とさ
れてこなかった英米両国の日本政治観を、第
一次世界大戦後から第二次世界大戦後まで
の長期的なスパンの中で、一次史料に基づい
て検討するものである。 

日本は、1889 年に明治憲法を制定して以
降、順調に政党政治を発展させた。第一次大
戦後には本格的な政党内閣が誕生し、1924
年以降「憲政の常道」と称される二大政党制
の時代を迎えた。1932 年の五・一五事件に
よって政党内閣は命脈を立たれ、その後は急
速に軍が台頭することになったが、戦間期の
日本において本格的な政党政治が展開した

ことの意義は、決して小さくない。それは、
第二次大戦後の民主化の土台を作るもので
あったし、その後 20 世紀を通して持続・拡
大していく非西洋世界の民主化の先駆けと
なるものであったからである。 
それでは、戦間期の日本における民主化の

試みは、同時代においてどのように評価され
ていたのだろうか。本研究は、この問題を検
討するものである。 
 
２．研究の目的 
申請者はこれまで、第一次大戦後の日本に

おける二大政党制の形成過程について研究
してきた。その中で、加藤高明をはじめとす



る憲政会系の政治家のイギリス政治観につ
いて分析を進めてきたが、そこでの結論の一
つは、彼らが英国の政党政治の実態をよく把
握し、その日本への定着を図った結果、二大
政党制が形成されたというものである。本研
究では、この延長線上で、英米両国の政治
家・外交官が日本の政治をどのように見てい
たのかを分析していきたい。 

英米両国における日本政治観については、
幕末から明治憲法制定期、第二次大戦後の占
領期に関しては相当の研究蓄積があるもの
の、明治後期～昭和戦前期に関しては、これ
まで本格的な研究がなかった。この研究の空
白を埋め、日本政治史、日本外交史、日英関
係史、日米関係史、イギリス史などにまたが
る領域を、体系的に分析することが、本研究
の目的である。 
第一次大戦後の日本の政党政治が、非常に

脆弱なものであったのか、それなりに強固な
基盤を持っていたのかについては、いまだに
見方が分かれるところである。本研究によっ
て、同時代における先進国であった英米両国
の日本政治に対する見方が解明されれば、今
日の我々が日本政治に対する評価を行う際
の一つの尺度を手に入れることにもなると
考えられる。すなわち、本研究によって、第
一次世界大戦以降における日本の民主化を
めぐる経験を、世界史的・比較史的視野の中
で位置づけ、日本政治の持つ歴史的特質が浮
かび上げることも、本研究の目的の一つであ
る。 

 
３．研究の方法 
本研究が最も着目するのは、英米の駐日大

使をはじめとする駐日外交官達の日本政治
観である。興味深いことに彼らは、日本の政
治体制を特殊なものとは見なさず、自国と共
通の尺度を用いて観察を行い、日本の政党政
治の進展についても一定の評価を行ってい
た。駐日外交官にはやや日本贔屓のものも多
いという偏りがあるものの、彼らが英米の中
で最も日本政治に通じていた人物達であっ
たのは間違いなく、しかも彼らの日本分析は
外交文書や著書の中で体系的に残されてい
る。彼らの日本政治に対するいわさば「定点
観測」を分析することによって、英米におけ
る日本政治観の大きな流れを浮き彫りにす
ることができると考えられる。 

本研究では、以上を踏まえ、（１）英米の
駐日外交官達が第一次世界大戦後の日本の
民主化とその挫折の過程をどのように捉え
たか、（２）日本の政治家・外交官が日本政
治の実情をどのように認識し、海外に発信し
たか、（３）以上の見方や動きが第二次世界
大戦後の英米における日本政治観にいかな
るインパクトを与えたか、を解明する。 
研究の具体的な方法としては、日英米の外

交文書、新聞・雑誌や議会史料、政治家・外
交官の個人文書など、一次史料に基づいた実
証的な分析を基礎とする。 
 
４．研究成果 
（１）上記の方法に基づき、当該テーマに関
する日英米の公刊史料はもとより、日英の文
書館、図書館などにおいて史料整理を行い、
一次史料の発掘に努めた。主な訪問先は、以
下の通りである。 
国立公文書館、外務省外交史料館、国立国会
図書館憲政資料室、防衛庁防衛研究所図書館、
横浜開港資料館、東京大学法学政治学研究科
附属近代日本法政史料センター、イギリス公
文書館、大英図書館、オックスフォード大学
ボードリアン図書館 
 
（２）上記で収集した史料に基づき、著書『加
藤高明と政党政治-二大政党制への道』を執筆
した。同書は、加藤高明・憲政会を中心とし
て、二大政党制の形成過程を分析した研究書
であるが、英米の外交官がその過程をどのよ
うに見ていたのかについても、一貫した分析
を加えている。政党政治に直接関わる主な論
点のみをピックアップしてみると、以下の通
りである。 
①日清戦後に駐日公使や大使を務めたアー
ナスト・サトウ、クロード・マクドナルド、
コニンガム・グリーンらは、こぞって加藤高
明の政治的手腕やその自由主義的な政治姿
勢、政党政治実現に対する熱意を高く評価し
ていた。彼らは、彼が率いた同志会・憲政会
の政治力についても高く評価していた。 
②その反面、原敬・政友会の動向は英米の駐
日外交官達にはあまり知られておらず、あま
り高い評価を受けていなかった。 
③第一次大戦後に、イギリスの駐日大使とし
てチャールズ・エリオットが着任すると、日
本の政党政治に対する評価はより精緻で正
確なものとなった。すなわち、エリオットは、
原・政友会の政治志向を英米の外交官の中で
初めて正確に捉え、高く評価すると共に、加
藤・憲政会の政治志向をも正確に捉え、1920
年代以降の二大政党化の趨勢を的確に評
価・分析していた。 
④英米の駐日外交官達は、1920 年代以降の二
大政党制の展開期について、それなりに強固
な基盤と発展の可能性を持っていると評価
していた。アメリカの駐日大使ジョセフ・グ
ルーは、民政党の指導者達と親交が深く、ア
メリカがポツダム宣言に「民主的傾向の復
活」という文言を挿入し、懲罰的でない占領
政策を遂行するにあたっては、彼の対日観が
大きな影響を与えていた。また、イギリスに
も、ジョージ・サンソムが類似する見方を取
っていた。彼らの日本政治観は、サトウ以来
の英米の知日派外交官の延長線上に位置づ



けらることができる。 
 
（３）（２）の研究成果のエッセンスは、そ
の後に執筆した論文「戦前にデモクラシーは
存在したか－明治憲法下の「憲政」」「加藤高
明－親英派外交家の栄光と挫折」にも反映さ
れている。 
 
（４）本研究の前史にあたる第一次大戦前の
英米における日本観についても分析を進め、
論 文 ”Kato Takaaki and the 
Russo-Japanese War”、 「イギリスから見
た伊藤博文統監と韓国統治」を執筆した。英
米の駐日外交官の多くは、日露戦後の日本に
よる韓国統治に大きな異論を唱えることな
く、承認していたこと、もっとも、日本によ
る性急な韓国併合やその後の日本の対外的
膨張に懸念を持つ外交官も少なからずいた
こと、などが明らかにされている。 
 
（５）『京都市政史』第 1 巻の分担執筆者と
して、「国際交流」「観光」等の項目の執筆を
行った。鉄道省や京都市をはじめとする各自
治体が、第一次大戦後に観光行政に積極的に
なり、英米をはじめ海外からの観光客誘致に
力を注いでいたこと、1920 年代にはイギリス
王室をはじめ、英米からの観光客が多く、彼
らの日本に対する印象も良かったが、1930 年
代になるとそれが減少し、代わってイタリア
やドイツ、満州などアジア地域からの観光客
が増加したこと、などが明らかにされている。
これらは、本研究の中心的成果である（２）
を、地域レベルから検証した成果であると言
える。 
 
（６）英米の日本政治観の形成について考え
る上で、日本の政治家・外交官が日本政治の
実情をどのように認識し、海外に発信したか
という論点は、重要である。本研究では、（２）
において、加藤高明が『タイムズ』など英米
のメディアとどのように関わったかを明ら
かにした。加藤と英米の関わりについては、
英学史学会において報告「日本英学史上にお
ける加藤高明」、「加藤高明のイギリス留学に
ついて」も行っている。また、陸奥宗光の嗣
子・廣吉と英米の関わりについても調査を進
め、英学史学会において報告「陸奥広吉－そ
の人物像と英米との関わり」を行った。こち
らについても、近いうちに学術論文として発
表する準備を進めている。 
 
（７）その他、本研究を進める上で、付随的
なテーマについてもいくつか成果が得られ
た。 
①海外における対日観を形成する上で重要
な問題として、戦争時の捕虜という問題があ
る。本研究では、第一次大戦中にドイツにい

た日本人が不法拘禁された問題に関して、貴
重な一次史料を得ることができ、論文「第一
次大戦勃発時のドイツにおける日本人「捕
虜」」を執筆した。この論文の執筆のために
活用した史料については、現在出版準備を進
めている。 
②英米の駐日外交官達が日本人と接触する
場となった政治家の邸宅、大使館建築につい
ての調査を進めた。その成果は、英学史学会
における報告「駐日ベルギー大使館の140年」、
論文「大磯から見た近代日本政治」「ベルギ
ー大使館の取り壊し」「駐日ベルギー大使館
の 140 年（1）」「駐日ベルギー大使館の 140
年（2）」として発表した。 
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